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各種相談 とき ところ 備考 問い合わせ

人 権 相 談

庄原 11月１日㈫・15日㈫
13時30分～15時30分 庄原市ふれあいセンター

人権擁護委員 広島法務局三次支局
☎0824-62-5070

東城 11月４日㈮13時30分～15時30分 東城ふれあいセンター
比和 10月20日㈭13時30分～15時30分 比和自治振興センター
総領 11月９日㈬９時～11時 総領保健福祉センター

行 政 相 談

庄原 10月20日㈭・11月17日㈭
13時～15時 庄原市ふれあいセンター

行政相談委員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

西城 10月20日㈭13時30分～15時30分 西城支所 西城支所市民生活係
☎0824-82-2124

東城 11月17日㈭13時30分～15時30分 東城支所 東城支所市民生活係
☎08477-2-5121

比和 10月20日㈭13時30分～15時30分 比和自治振興センター 比和支所市民生活係
☎0824-85-3001

総領 11月９日㈬９時～11時 総領保健福祉センター 総領支所市民生活係
☎0824-88-3063

法 律 相 談
庄原 11月18日㈮13時～16時 庄原市ふれあいセンター

広島弁護士会による
無料相談。要予約。

広島弁護士会
☎0120-969-214　西城 11月４日㈮13時～16時 西城自治振興センター

東城 10月21日㈮13時～16時 東城支所

生活安全相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時

市民生活課市民生活係
生活安全相談員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1244

東城支所市民生活係 東城支所市民生活係
☎08477-2-5121

家庭児童相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～16時

児童福祉課あんしん支援
係 家庭児童相談員 家庭児童相談専用 

☎0824-73-1243

消費生活相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時

市民生活課市民生活係内
庄原市消費生活センター 消費生活相談員

庄原市消費生活センター
☎0824-73-1228
市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

認知症カフェ

庄原「とんぼ」11月１日㈫13時30分～15時
庄原ショッピングセンター
ジョイフル２階

相談・情報交換
参加費１００円

高齢者福祉課地域包括支援
センター係
☎ 0824-73-1165

西城「コスモスカフェ」11月10日㈭13時30分～15時
西城保健福祉センター
（しあわせ館）

西城支所保健福祉係
☎ 0824-82-2202

東城「おれんじカフェ・ええ塩
あんばい
梅」

10月25日㈫13時30分～14時30分 東城支所 東城支所保健福祉係
☎08477-2-5131

比和「あしたのカフェ」11月15日㈫13時30分～15時
比和温泉施設
あけぼの荘

比和支所市民生活係
☎0824-85-3001

障害者相談員
定期相談会 庄原 11月14日㈪13時30分～15時30分 庄原市ふれあいセンター 身体障害者相談員 社会福祉課障害者福祉係

☎0824-73-1210

療 育 手 帳
巡回判定会 東城 11月17日㈭10時～16時 東城支所 一カ月前までに要予約

社会福祉法人
広島県福祉事業団
☎082-400-9010

身体障害者
補装具判定会 肢体 11月15日㈫13時～14時 広島県三次庁舎第３庁舎２階

三次市十日市東４-６-１ 一週間前までに要予約 社会福祉課障害者福祉係
☎0824-73-1210

心の健康相談 11月15日㈫13時～14時30分 広島県北部保健所
三次市十日市東４-６-１

精神科医師による無料
相談。事前予約が必要。

広島県北部保健所保健課
☎0824-63-5185

悩みごと、心配ごと、
困りごとなど、
お気軽にご相談をあなたの相談をお受けします

※
掲
載
の
内
容
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
影
響
に
よ
り
中
止
・
延
期
・
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

母子保健事業母子保健事業 ●保健医療課母子保健係　☎0824-73-1214

事業名 とき ところ 持ってくるもの 備考

母子健康手帳交付
11月７日㈪・21日㈪
８時30分～17時15分 保健医療課母子保健係

特になし
支所は随時（保健医療課、支所
ともに事前連絡が必要）

11月12日㈯10時～12時 庄原ひだまり広場
（庄原こども未来広場内） 事前予約が必要（先着２組）

育 児 相 談 11月８日㈫10時～12時 庄原ひだまり広場
（庄原こども未来広場内） 母子健康手帳

事前予約が必要。支所での相
談を希望する方はお問い合わ
せください。
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n

健康広場

　乳がんは近年増加傾向にあるがんの１つで、女性がかかるがんの第１位です。30歳代後半から増え始め、40～
50 歳代が最も多く発症します。
　乳がんは早期発見がとても重要で、すぐに治療すれば９割以上の人が完治するといわれています。
　早期発見・早期治療のため、普段から乳房の状態をチェックしておきましょう。

１　乳がんとは
　乳がんは、乳房内の乳腺にできるがんです。
　乳がんの死亡率は年々増加しており、近年では高
齢の女性の死亡率が増加しています。また 20 ～ 30
歳代の若い人も亡くなることがあります。
　乳がんが増えている原因は不明ですが、食生活の
変化や出産・授乳経験が少ないことなどが関係して
いるといわれています。

２　発生しやすい部位
　乳房の上外側（Ａ）が最も発生し
やすく、上内側（Ｂ）、下外側（Ｃ）、
下内側（Ｄ）の順となります。
　まれに、脇の下にできることもあ
ります。

３　自己チェックで早期発見
　自己チェックを、定期的に行いましょう。閉経
前の人は、毎月生理が終わって４～５日後くらい、
閉経している人は日にちを決めて行うようにしま
しょう。

〈チェックポイント〉
□ 乳房にしこりやくぼみがないか。
□ 乳房の左右の大きさに差がないか。
□ 乳頭から血のような分泌液が出ていないか。
□ 乳房の皮膚に赤い腫れはないか。
□ わきの下のリンパ節に腫れはないか。　
□ 腕のむくみやしびれなどを感じないか。

４　定期検診で早期発見・早期治療
　早期発見のためには、マンモグラフィーによる検査を定期的に受けることが大切です。
　市は毎年集団健診などで、がん検診を実施しています。定期的に検診を受けるよう心掛けましょう。

鏡の前に立ち、両腕を下げた
状態で、乳房の大きさや形に

いつもと違いがないか確認します。

左右の乳首を軽く
つまみ、血のよう

な分泌液が出ないか確認
します。

～自分の体は自分で守る～～自分の体は自分で守る～

保健医療課健康推進係　☎ 0824 ｰ 73 ｰ 1255

乳がん乳がんのことを知ろうのことを知ろう

❶ ❶❷

チェック２チェック２ チェック３チェック３チェック１チェック１

あおむけに寝て、調べる乳房
側の肩の下にあまり高さのな

い枕や座布団を敷き、乳房が垂れず胸
の上に平均に広がるようにします。

❶

右乳房の外側半分を調べるには右腕を自然な位置に下げ、左手
の指の腹でまんべんなく触れて、しこりがないか確認します。

最後に脇の下に手をいれ、わきの下のリンパの腫れやしこりがないか指
先で確認します。
※左乳房も同様に行ってください。

❸右乳房の内側半分を調べるに
は、右腕を頭の後方に上げ、

左手の指の腹で軽く圧迫しながら滑ら
せるようにしてまんべんなく触れ、し
こりがないか確認します。

❷ ※乳房を指先でつまむようにして調
べると、異常がなくてもしこりの
ように感じてしまうため、必ず指
の腹を滑らせるようにして調べ
てください。

両腕を上げた姿勢で正
面、側面、斜めから、

乳首や乳房の皮膚のどこかにく
ぼみがないか、乳首のへこみや
かさぶた、湿疹のようなただれ
がないかをよく観察します。

チェックの方法

右乳房の内側半分を調べるに

A　B
C　D

B　A
D　C

広報しょうばら／ 2022.10　20 21　2022.10 ／広報しょうばら
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※
掲
載
の
内
容
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
影
響
に
よ
り
中
止
・
延
期
・
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

第
25
回
絵
本
原
画
展　
　
　

「
は
た
こ
う
し
ろ
う
の
世
界
」

　

絵
本
作
家
や
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
イ

ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
と
し
て
国
内
外

で
活
躍
す
る
、
は
た
こ
う
し
ろ
う

さ
ん
の
絵
本
「
は
じ
め
て
の
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
」
の
原
画
展
を
開
催
し

ま
す
。
魅
力
的
な
作
品
を
生
み
出

し
て
い
る
、
は
た
さ
ん
の
世
界
を

ぜ
ひ
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

と
き　

10
月
16
日
㈰
～
30
日
㈰

９
時
～
18
時

※
木
曜
日
は
休
館

※
最
終
日
は
16
時
ま
で

と
こ
ろ　

東
城
ま
ち
な
か
交
流
施
設
「
え
び

す
」

問
い
合
わ
せ　

東
城
教
育
室

☎
０
８
４
７
７
‐
２
‐
５
１
１
１

令
和
４
年
度　
　
　
　
　
　

庄
原
市
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム 

　
「
情
報
化
社
会
を
豊
か
に
生
き

る
」
を
テ
ー
マ
に
、
庄
原
市
の
こ

れ
か
ら
の
教
育
に
つ
い
て
考
え
ま

す
。

と
き　

10
月
22
日
㈯　

13
時
40
分

（
開
場
は
13
時
10
分
か
ら
）

と
こ
ろ

庄
原
市
総
合
体
育
館

内
容　

■
小
学
生
に
よ
る
「
子
供
司
書
養

　

成
講
座
」
の
取
り
組
み
発
表

■
中
学
生
に
よ
る「
情
報
化
社
会
」

　

に
つ
い
て
の
意
見
発
表

■
東
北
大
学
加
齢
医
学
研
究
所
所

　

長
お
よ
び
東
北
大
学
教
授

　

川
島
隆
太
さ
ん
に
よ
る
講
演　

　
「
脳
を
知
り
、
脳
を
育
み
、
脳

　

を
鍛
え
る
」

問
い
合
わ
せ　

教
育
指
導
課
指
導
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
８
４

口
和
郷
土
資
料
館　
　
　
　

映
画
上
映
会

 

レ
ー
ザ
ー
デ
ィ
ス
ク
映
画
上
映

会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

11
月
19
日
㈯　

13
時
30
分

と
こ
ろ

口
和
郷
土
資
料
館
映
画
館

上
映
作
品　

ホ
ー
ム
ア
ロ
ー
ン

問
い
合
わ
せ　

口
和
教
育
室

☎
０
８
２
４
‐
87
‐
２
１
１
１

第
30
回
景
観
づ
く
り
大
賞
作
品

　

広
島
県
の
優
れ
た
景
観
を
守
り

育
て
る
こ
と
を
目
的
に
、
風
景
や

ま
ち
な
み
、
建
築
物
な
ど
の
写
真

を
募
集
し
ま
す
。

応
募
方
法

　

応
募
用
紙
に
Ｌ
サ
イ
ズ
の
写
真

を
添
付
し
、
郵
送
で
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
、
広
島
県
景
観
会

議
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.hiroshim

a-keikan.jp

）
ま

た
は
、
都
市
整
備
課

お
よ
び
各
支
所
で
配

布
し
て
い
ま
す
。

応
募
期
間

令
和
５
年
１
月
13
日
㈮
ま
で

※
当
日
必
着

応
募
・
問
い
合
わ
せ

都
市
整
備
課
市
街
地
整
備
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
１
５　

広
島
県
景
観
会
議
事
務
局
（
府
中

市
建
設
部
都
市
デ
ザ
イ
ン
課
内
）

☎
０
８
４
７
‐
43
‐
７
１
５
９

広
島
県
立
三
次
高
等
技
術
専

門
校　
入
校
生

　

広
島
県
立
三
次
高
等
技
術
専
門

校
で
は
、
令
和
５
年
４
月
入
校
生

を
募
集
し
ま
す
。

募
集
訓
練
科

■
自
動
車
整
備
科
（
２
年
間
・
高

　

校
卒
業
見
込
み
の
人
）

■
溶
接
加
工
科
（
１
年
間
）

■
建
築
科
（
1
年
間
）

■
介
護
サ
ー
ビ
ス
科
（
６
カ
月
）

※
見
学
は
い
つ
で
も
で
き
ま
す
。

希
望
者
は
、
事
前
に
連
絡
を
し
て

く
だ
さ
い
。

対
象
者

令
和
４
年
度
中
学
お
よ
び
高
校
卒

業
見
込
み
の
人

受
付
期
間

10
月
31
日
㈪
ま
で
（
必
着
）

選
考
日

11
月
16
日
㈬

選
考
内
容

数
学
・
国
語
・
面
接

合
格
発
表

11
月
25
日
㈮

問
い
合
わ
せ

広
島
県
立
三
次
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
８
２
４
‐
62
‐
３
４
３
９

ご
み
袋
の
容
量
の
追
加

　

本
市
の
指
定
ご
み
袋
に
新
た
な

容
量
を
追
加
し
、
販
売
し
ま
す
。

と
き

11
月
1
日
㈫
か
ら

追
加
し
た
ご
み
袋

①
燃
え
る
ご
み
・
古
着

▪
容
量　

45
リ
ッ
ト
ル

▪
価
格　

４
７
０
円
（
税
込
み
）

▪
枚
数　

10
枚
入
り

②
燃
え
な
い
ご
み
・
有
害
ご
み

▪
容
量　

10
リ
ッ
ト
ル

▪
価
格　

１
５
６
円
（
税
込
み
）

▪
枚
数　

10
枚
入
り

問
い
合
わ
せ

環
境
政
策
課
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

係☎
０
８
２
４
‐
72
‐
１
３
９
８

そ  

の  

他

市税・保険料の納期限のお知らせ

納期限納期限
10月31日㈪10月31日㈪

■市県民税３期
■国民健康保険税４期
■介護保険料５期
■後期高齢者医療保険料４期

●「口座振替」にしている人は、納期限の前日までに
　残高確認をお願いします。

収納課収納係　☎0824-73-1511

子育て世代包括支援センター事業子育て世代包括支援センター事業

●子育て世代包括支援センター　☎0824-73-1214

事業名 とき ところ 内容 備考

子 育 て 講 座 10月21日㈮
10時～12時 庄原ひだまり広場

（庄原こども未来広場内）

「保育所入所について」
保育所での生活の様子や入所手続きの方法

10月20日㈭17時まで
に事前申し込みが必
要。

休 日 出 張 相 談 11月12日㈯
10時～12時 妊娠・出産・子育てに関する情報提供や相談

11月11日㈮17時まで
に事前申し込みが必
要。

催　
　

し

業種 時間額
製鉄業、鋼材、銑鉄鋳物、可鍛鋳鉄製造業、その他の鉄鋼業 ９９５円　

建設用・建築用金属製品、その他の金属製品製造業 ９４４円　

はん用機械器具、生産用機械器具、業務用機械器具製造業 ９５８円　

電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、情報通信機械器具製造業 ９２４円※

自動車・同附属品製造業 ９３８円　

船舶製造・修理業、舶用機関製造業 ９７７円　

各種商品小売業 ９０３円※

自動車小売業 ９３０円　

　

広島県特定（産業別）最低賃金は、下記の通りです。

問い合わせ　広島労働局賃金室☎ 082-221-9244　三次労働基準監督署☎ 0824-62-2104

広島県最低賃金は、10 月 1 日から時間額 930 円です。

※今回改定された広島県最低賃金を下回るため、業種ごとの最低賃金が改定されるまでの間、広島
県最低賃金時間額 930 円が適用されます。

「
１
０
０
０
年
ア
ー
ト
里
山
庄
原
」

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム　
　
　
　

投
稿
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
（
一
社
）
庄
原
観
光
推
進
機
構

（
庄
原
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）
で
は
、
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
投
稿
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
テ
ー
マ
は

「
１
０
０
０
年
ア
ー
ト
里
山
庄
原
」

で
す
。

　

庄
原
の
景
色
や
文
化
な
ど
、
皆

さ
ん
の
感
性
で
１
０
０
０
年
ア
ー

ト
と
感
じ
る
シ
ー
ン
を
撮
っ
て

「
＃
１
０
０
０
年
ア
ー
ト
里
山
庄

原
」
を
付
け
て
投
稿
し
て
く
だ
さ

い
。

　

抽
選
で
５
人
に
「
古
民
家
ス
テ

イ
ズ
」
な
ど
の
宿
泊
券
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
。
詳
し

く
は
、
特
設
ウ
ェ
ブ

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

申
込
期
間

11
月
30
日
㈬
ま
で

問
い
合
わ
せ

（
一
社
）
庄
原
観
光
推
進
機
構
（
庄

原
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）

☎
０
８
２
４
‐
75
‐
０
１
７
３

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の　

取
得
に
係
る
臨
時
開
庁

　

窓
口
開
庁
時
間
内
に
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
が
難

し
い
人
の
た
め
に
、
臨
時
開
庁
を

実
施
し
ま
す
。
た
だ
し
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
に
関
す
る
対
応
に
限

定
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ご
利
用
の
際
は
前
日
ま

で
に
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

臨
時
開
庁

■
毎
週
水
曜
日

　

17
時
15
分
～
19
時

　
（
12
月
21
日
ま
で
実
施
）

■
土
・
日
曜
日

　

８
時
30
分
～
12
時

　
（
10
月
15
日
㈯
、
30
日
㈰
）

※
事
前
予
約
が
な
い
場
合
は
開
設

し
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

企
画
課
デ
ジ
タ
ル
推
進
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
４
８

広報しょうばら／ 2022.10　22 23　2022.10 ／広報しょうばら
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そ
の
他

全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
出

場
者
、全
国･

県
レ
ベ

ル
の
大
会
、市
が
共
催

す
る
各
種
大
会
な
ど
の

上
位
入
賞
者
を
掲
載
し

ま
す
。（
敬
称
略
）

※
学
年
は
大
会
開
催
当
時
で
紹
介

あ
っ
ぱ
れ

庄
原！全

国
大
会

日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
ズ

２
０
２
２
岩
手
大
会　
　
　

（
水
泳
競
技
）

（
９
月
３
日
～
４
日
／
岩
手
県
盛

岡
市
）

女
子
65
歳
～
69
歳
の
部

１
０
０
メ
ー
ト
ル
平
泳
ぎ

優
勝

横
山　

桂
子
（
戸
郷
町
）

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
２
０
２
２
年

全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会

（
10
月
28
日
～
30
日
／
奈
良
県
奈

良
市
）

カ
デ
ッ
ト
の
部

上
野　

優
奈
（
呉
青
山
中
１
年
・

川
北
町
）

※
掲
載
の
内
容
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
影
響
に
よ
り
中
止
・
延
期
・
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

0120-66-10350120-66-1035
受付時間：9時〜19時受付時間：9時〜19時
広島県三次市塩町2123-5広島県三次市塩町2123-5

創業64周年創業64周年

出張買取の美幸出張買取の美幸
ブランド品・骨董品・アンティーク品から衣服・食器まで、まるごとなんでも買取ます!ブランド品・骨董品・アンティーク品から衣服・食器まで、まるごとなんでも買取ます!

び こ うび こ う

広告広告

や
ま
の
お
み
や
げ
や　
　
　

や
ま
の
お
み
や
げ
や　
　
　

  

木
工
教
室

木
工
教
室

　

ペ
ン
ダ
ン
ト
や
ペ
ン
立
て
な

ど
、
木
の
小
物
づ
く
り
が
楽
し
め

ま
す
。
秋
限
定
メ
ニ
ュ
ー
の
「
も

み
じ
が
り
」「
鳥
の
す
ば
こ
」「
ピ

ク
ニ
ッ
ク
バ
ス
ケ
ッ
ト
」
な
ど
が

作
れ
ま
す
！

と
き

10
月
８
日
㈯
～
10
日
（
月
・
祝
）・

15
日
㈯
・
16
日
㈰
・
22
日
㈯
・
23

日
㈰

９
時
30
分
～
16
時
30
分

（
受
け
付
け
は
15
時
30
分
ま
で
）

と
こ
ろ

ひ
ば
の
里　

木
の
工
房

料
金

４
０
０
円
か
ら
／
作
品

定
員　
30
人
／
日

※
記
載
の
内
容
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
や
天
候
な
ど
の
影
響
に

よ
り
、
変
更
・
中
止
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
最
新
の
情
報
は
、

電
話
ま
た
は
公
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

お
茶
席

お
茶
席

　

本
格
的
な
お
茶
席
を
体
験
で
き

ま
す
。

と
き　
10
月
16
日
㈰

10
時
～
16
時

（
受
け
付
け
は
15
時
ま
で
）

と
こ
ろ

ひ
ば
の
里　

さ
と
や
ま
屋
敷
離
れ

料
金　
３
０
０
円
／
人

（
お
菓
子
付
き
）

定
員　
50
人
／
日

備
庄
焼
陶
芸
教
室

備
庄
焼
陶
芸
教
室

　

手
回
し
ろ
く
ろ
を
使
い
、
粘
土

で
カ
ッ
プ
や
皿
な
ど
を
作
る
体
験

で
す
。

と
き　
10
月
22
日
㈯
・
23
日
㈰

９
時
30
分
～
16
時
30
分

（
受
け
付
け
は
15
時
ま
で
）

と
こ
ろ

ひ
ば
の
里　

や
き
も
の
工
房

料
金　
２
５
０
０
円
／
作
品

（
送
料
が
別
途
必
要
）

定
員　
30
人
／
日

そ
の
他

　

作
品
は
後

日
、
焼
き
上

げ
て
郵
送
で

お
届
け
し
ま

す
。

国営備北国営備北
丘陵公園丘陵公園
だよりだより

備北公園管理センター　☎ 0824-72-7000
（https://www.bihokupark.jp/）

「備北コスモスピクニック」「備北コスモスピクニック」
10月23日㈰まで開催中！

秋
の
花
暦

秋
の
花
暦

■
ケ
イ
ト
ウ

【
開
花
時
期
】　

10
月
中
旬
ま
で

【
開
花
場
所
】　

大
芝
生
広
場

■
ジ
ニ
ア

【
開
花
時
期
】　

10
月
中
旬
ま
で

【
開
花
場
所
】　

花
の
広
場

■
コ
ス
モ
ス

【
開
花
時
期
】　

10
月
中
旬
ま
で

【
開
花
場
所
】　

花
の
広
場

多
肉
植
物
寄
せ
植
え
教
室

多
肉
植
物
寄
せ
植
え
教
室

　

多
肉
植
物
を
使
っ
た
寄
せ
植
え

教
室
で
す
。

と
き

10
月
15
日
㈯
・
16
日
㈰

９
時
30
分
～
16
時
30
分

（
受
け
付
け
は
15
時
30
分
ま
で
）

と
こ
ろ

ひ
ば
の
里　

や
き
も
の
工
房

料
金　
８
０
０
円
か
ら
／
作
品

定
員　
30
人
／
日

※期間中休園日：10 月 17 日㈪

※
「
あ
っ
ぱ
れ
！
庄
原
」
に
該
当

す
る
方
の
情
報
は
、
行
政
管
理
課

広
報
統
計
係
（
☎
０
８
２
４
‐
73

‐
１
１
５
９
）
ま
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

人
権
擁
護
委
員
と
そ
の
活
動

に
つ
い
て

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
市
町
村
長

の
推
薦
を
受
け
、
法
務
大
臣
か
ら

委
嘱
さ
れ
た
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
経
歴
を
持
っ
た
人

権
擁
護
委
員
が
、
そ
の
経
験
を
生

か
し
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
人

権
相
談
を
受
け
た
り
、
人
権
に
つ

い
て
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
な
啓
発
活
動
を
行
っ
た
り
し
て

い
ま
す
。

■
本
市
の
人
権
擁
護
委
員

　

７
月
１
日
付
で
法
務
大
臣
か
ら

次
の
と
お
り
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

田
邊　

規
成
・
金
井
千
惠
美

新
宅　

道
和
・
澤　
　

一
枝　
　

山
野
邊
和
信
・
今
田　

容
子

※
本
市
で
は
、
現
在
26
人
の
人
権

擁
護
委
員
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

■
人
権
問
題
に
関
す
る
相
談
窓
口

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
。

常
設
相
談
所

と
き　
８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
月
～
金
曜
日
（
祝
日
、
年
末
年

始
を
除
く
）

と
こ
ろ　
広
島
法
務
局
三
次
支
局

定
期
相
談

　

直
近
の
相
談
日
程
は
、「
あ
な

た
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
」

（
21
ペ
ー
ジ
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【入園料無料日】
10月9日㈰・16日㈰
※入園料無料・駐車料有料

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育　

大
会
（
空
手
道
競
技
大
会
）

（
８
月
18
日
～
20
日
／
愛
媛
県
四

国
中
央
市
）

団
体
戦
第
３
位

新
井　

椿
（
高
松
中
央
高
３
年
・

板
橋
町
）

第
71
回
備
後
地
区　
　
　
　

生
徒
児
童
発
明
く
ふ
う
展

個
人
賞

佐
藤
賞

堀
江　

莉
睦
（
山
内
小
３
年
）

庄
原
市
長
賞　

村
上　

隼
都
（
東
城
小
４
年
）

庄
原
市
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

水
田　

理
陽
（
東
城
小
４
年
）

庄
原
商
工
会
議
所
会
頭
賞

水
田　

智
紗
（
東
城
中
１
年
）

優
秀
賞

新
田　

真
矢
（
西
城
小
３
年
）

団
体
賞

テ
レ
ビ
新
広
島
賞　

東
城
小
学
校

電
話
に
よ
る
相
談

①
人
権
に
関
わ
る
問
題
に
つ
い
て

「
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番
」

☎
０ナ

ビ
ダ
イ
ヤ
ル

５
７
０
‐
０

ゼ
ロ
ゼ
ロ
み
ん
な
の

０
３
‐
１ひ

ゃ
く
と
お
ば
ん

１
０

②
Ｄ
Ｖ
、
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
女
性
の

人
権
に
つ
い
て

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

☎
０ナ

ビ
ダ
イ
ヤ
ル

５
７
０
‐
０ゼ

ロ
ナ
ナ
ゼ
ロ
の

７
０
‐
８ハ

ー
ト
ラ
イ
ン

１
０

③
い
じ
め
、
虐
待
な
ど
子
ど
も
の

人
権
に
つ
い
て

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

☎
０フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

１
２
０
‐
０ぜ

ろ
ぜ
ろ
な
な
の

０
７
‐
１ひ

ゃ
く
と
お
ば
ん

１
０

④
外
国
語
に
よ
る
人
権
相
談

（H
um

an R
ights C

ounselling 
for F

oreigners

）

「
外
国
語
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
」

（F
oreign-language H

um
an 

R
ights H

otline

）　

☎
０
５
７
０
‐
０
９
０
‐
９
１
１

と
き　

①
～
③
８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
月
～
金
曜
日
（
祝
日
、
年
末
年

始
を
除
く
）

④
９
時
～
17
時

※
月
～
金
曜
日
（
祝
日
、
年
始
を

除
く
）

W
eekdays 9:00 through 17:00 

（C
losed on public holidays 

and D
ecem

ber 29th through 
January 3rd

）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
相
談

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
人
権
相
談
受
付

窓
口

https://w
w

w
.jinken.

go.jp/

問
い
合
わ
せ

市
民
生
活
課
市
民
生
活
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
４
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口和郷土資料館  ☎ 0824-87-2230

開館日 ： 月 ・ 木 ・ 土　９時～ 17 時

　献血を次のとおり実施します。
　400ml 献血限定ですので、皆さんのご協力をお願
いします。
実施日 会　場 受付時間

10月25日㈫ 県立広島大学
庄原キャンパス 11時～15時

献血のご案内　  

問保健医療課 ☎ 0824-73-1155

※
掲
載
の
内
容
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
影
響
に
よ
り
中
止
・
延
期
・
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「囲
い ろ り

炉裏の間」学校給食の「〇〇の日」ってなんだろう？

食育コーナー　  

問教育総務課 ☎ 0824-73-1186

　市は、令和元年度からの５年間を計画期間とした「第３次
食育推進計画」を策定して、食育を推進しています。
　この計画の取り組みの中で、学校給食ではさまざまな「〇〇
の日」を設定しています。

■庄原食育の日（毎月 19 日）
　給食を通して、地産地消や郷土料理への理解をより深め、
継承していくことを目的として実施します。本市ならではの
食材や、地域独自の調理法で作った献立を提供しています。
　本年度の「食育の日」では、県北地方でよく食べられる「わ
に（サメ）」を使った料理や、白飯に炊いた黒大豆やエンド
ウマメを混ぜ込んだおむすび「さんばい」などのほか、旬の
庄原産野菜を使用した献立を作成しています。

■庄原減塩の日（２月、４月、６月、９月、11 月の 17 日）
　子どもの頃から減塩に取り組み、高血圧症などの生活習慣
病予防を意識させ、望ましい食習慣を身に付けるために実施
しています。

■庄原野菜の日
　（１月、３月、５月、７月、８月、10 月、12 月の 31 日）
　子どもの頃から野菜に慣れ、野菜本来のおいしさや必要性
を知り、積極的に食べる習慣や、生活習慣病にかかりにくい
食習慣を身に付けるために実施しています。

　市は、今後も子どもたちの健やかな成長に必要な栄養を、
バランスよく取ることができるように、毎日の献立を工夫し
て学校給食を提供していきます。

休日診療のご案内

●東城地域

10月・11月の休日診療については、次のとおりです。
●庄原市休日診療センター
　診療日：日曜・祝日・年末年始（12/30 ～ 1/3）
　問診療日　　　☎0824-72-9900 
　　診療日以外　☎0824-73-1155（保健医療課）

広報日記
▶「な・み・か」「ほ・ろ・か」の活用は、工夫次第で今
以上にできることが増えそうですね。楽しみです。
▶「庄原よいとこ祭」が３年ぶりに開催！久しぶり
の夏祭りでは、来場者の笑顔が輝いていました。

人の動き （庄原市の人口） 

令和４年８月末現在

[ 住民基本台帳登載人口 ]
人口　３２，８８６人（前年比－６９４人）　
男　　１５，７２４人（前年比－２７６人）　
女　　１７，１６２人（前年比－４１８人）
世帯数　１５，１４７世帯（前年比－１０７世帯）
[ うち外国人 ]　人口　４５９人（前年比＋２３人）
[ 各地域の内訳 ]
○庄原地域　１７，１５４人（７，９１８世帯）
○西城地域　　３，０６０人（１，３５９世帯）
○東城地域　　６，９５３人（３，３５２世帯）
○口和地域　　１，７９７人　　（７５５世帯）
○高野地域　　１，５４７人　　（６３５世帯）
○比和地域　　１，１９７人　　（５５３世帯）
○総領地域　　１，１７８人　　（５７５世帯）

￥ 市税・水道料金・下水道使用料
納付は口座振替が便利です

手続きは各金融機関の窓口でお願いします。
残高確認も忘れないでください。
●収納課　　　　　☎０８２４‐７３‐１５１１
●下水道課管理係　☎０８２４‐７３‐１１７５
●水道課管理係　　☎０８２４‐７３‐１１９７

10月23日（日）東城病院 ☎08477-2-2150
30日（日）こぶしの里クリニック ☎08477-2-5255

11月６日（日）三上クリニック ☎08477-2-1151
13日（日）瀬尾医院 ☎08477-2-0023

市民ギャラリー 「アート多愛夢」
情報ＢＯＸ （西本町二丁目１番 21 号）

市街地の空き店舗を活用した、各種展示ができる市
民ギャラリーです。
▶森原多美子水彩画展
とき　11月７日㈪~９日㈬　10時～15時
※詳しくは、商工観光課までお問い合わせください。
問庄原市文化協会事務局　☎ 080-6310-0125（桑原）
　商工観光課商工振興係　☎ 0824-73-1178
※展示を希望する団体(または個人)はお申し込みくださ
い。使用料は要りません。

10 月・11 月のイベント情報
▶ゆめさくら講座
○草木染め教室
　とき　10月31日㈪　「ベニバナ」
　　　　①９時～12時 　②13時～16時
▶展示・販売＆イベント
○芸備線　カープ選手が一肌脱いだ写真展
　とき　10月21日㈮～11月６日㈰
○境港フェア　～秋の陣～
　とき　10月22日㈯～23日㈰

☎ 0824-75-4411

♬ ロビーコンサート　  

問生涯学習課 ☎ 0824-73-1189

とき　　10 月 24 日㈪ 12 時 15 分～ 12 時 55 分
ところ　市役所本庁舎　1階市民ホール
出演者　コールブロッサム（合唱）
橋
はしづめ
詰貴

たか こ
子 ( 指揮 )、加

か じ
治直

なお こ
子 ( ピアノ伴奏 )

演奏曲目　
「糸」、「紅

ぐ れ ん げ
蓮華」、「いのちの歌」ほか

▶コールブロッサム（合唱）
　広島市西区己斐東にある「見

けんしん
真学園けんしんこど

も園」の保護者で結成したコーラス部。部員約15人。
平成５年に結成し、園内行事、介護施設などの慰問
コンサート、各地のイベント・合唱祭などに参加。「音
楽の力と歌声で、元気になるコーラス部」を目指し
て活動中。
【ご来場の際のお願い】
　感染予防として、マスクの着用、手指消毒、検温、
来場者名および連絡先の記載などのご協力をお願い
します。しょうばら九日市

毎月９日は、しょうばら九日市
★出店者募集中！あなたのお店を開こう。
★毎月20日が出店申込締め切りです。
★申し込みは楽笑座内九日市事務局
　☎ 0824-72-8285 まで
と　き　11 月９日㈬　９時～１３時
ところ　中本町・まちなか広場周辺（のぼりが目印）

詳しくはＨＰで　http://kunchi-ichi.jp/information.html

11 月

　口和郷土資料館には、昭和 20 年代のカヤ葺き屋根農家を
再現した囲炉裏の間があります。
　これは約 40 年前に
口 和 町 の 宮 内 地 区 に
あった古民家の囲炉裏
の間を譲り受け、移築
したものです。
　この地域では「ユル
イ」とも呼ばれていま
した。懐かしく思われ
る人もいらっしゃるこ
とでしょう。
　ユルイは元々「寛居（ゆるゐ）：くつろぐ場所」が語源と
言われています。
　
　当館では囲炉裏の間の座敷へ上がって、むしろ（わらやイ
グサで編んだ敷物）や、わら座布団に座って当時の生活の雰
囲気を体験することができます。
　鍋を吊るす自在カ
ギ、縄で固定されたカ
ヤ葺き屋根の骨格やラ
ンプ、そして当時の部
屋を再現して置いてい
る食器・箱膳、煙草盆、
ザツ ( 炭

す み

俵
だわら

など ) 編み
機、石臼などを見るこ
とができます。
　当時の囲炉裏は座る
位置が決まっており、土間から遠い奥の座は「上

か み ざ

座」と呼ば
れていました。

　囲炉裏の間は現在の家の居間のようなもので、食事などの
一家だんらん、臼ひきなどの作業にも使われました。　
　囲炉裏はとても多機
能で、当時の生活には
欠かせない役割があり
ました。木材やカヤ屋
根を燻して防虫性や耐
久性を高めたり、マッ
チなどの普及以前には
灰の中に種火を保管し
たりしていました。
　ご来館の際は、ぜひ「ユルイの間」を体験してください。

▲館内の囲炉裏の間

▲囲炉裏の間を体験する子どもたち

▲給食で提供した「わに料理」写真中央

一家だんらん

お詫びと訂正

　広報しょうばら９月号の表紙（１ページ）の
内容に誤りがありました。
　お詫びして次のとおり訂正いたします。
　▪紙面右上
　　（誤）　2022/August NO.209
　　（正）　2022/September NO.210
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